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教育目標 
「かがやけ」篠三っ子  

◎よく考える子  ○がんばる子  ○やさしい子  ○けんこうな子 

オープン化 
・経営方針・週案等の計画、実践の
日常的な交流  

・児童、保護者、職員の相談体制の
充実 

ネットワーク化 
・学校内外のネットワークの一層
の強化 

・関係機関等の連携と協働体制
の構築 

システム化 
・学校運営システムと文書様式等の
改善 

・人事考課制度を有効活用した人
材育成と課題の克服 

学校経営の基本方針 
 
〇 児童一人一人の資質・能力を伸ばす学びの充実   
〇 生涯学習の基礎を身に付けさせる教育活動の推進 
〇 「地域の学校」という本校の強みを生かした取組 
〇 学校の組織的実践力の向上 
〇 特別支援教育の視点に立った教育活動の展開 
 
取組 

 

 
目指す学校像 

どきどき わくわくする学校 

目指す職員像 
 

学力・体力 
 

・自ら学ぶ意欲を
高めながら学習
に参加する喜び
と知的向上心を
高める学習 

 
・豊かなスポーツ
ライフを実現す
る資質・能力を
育む学習 
を育んだりする

成長 
 

・各教科と特別
活動や探究的
な学習を相互に
関連した学習 

 
・体験的な学習
や異年齢交流
を通して児童や
集団の育み、自
己効力感の醸
成を図る教育 

経営理念「挑戦と成長」 

 

目指す児童像 
心身共に健康で、人間性豊かな実践力のある児童 

基礎・基本等の 
 

児童が意欲的に 
学ぶ環境づくり 

学校・家庭・地域
の 連 携 ・ 協 働 

職員の高い志と 
組織力の向上 への対応と充実 

・学年等の経営

計画を作成し、

家庭・地域と連

携した児童の

成長を促す教

育を推進 

・ホームページや

tetoru を活用

した情報発信

の充実 

・学校評価を通

じた教育活動

の改善 

・通知表と面談

を併用した学

習評価の周知 

・各分野で活躍

する外部人材

を活用した学

習機会の拡大 

・児童の主体性

を育む生活指

導の充実 

・家庭学習の定

着を図る取組

の強化 

・児童が学習活

動に参加する

喜びを実感で

きる授業 

・ファシリテータ

ーとしての教員

の役割の強化 

・問題等の解決

ための話合い

や協働的な学

習を通じた主

体的に学習す

る態度の醸成 

・L-gate やタブ

レット端末等の

ICT を活用し

た学習の推進 

・学習状況を踏

まえた個別の

学習の充実 

・各教科等の学

びを学校生活

や特別活動と

相互に関連付

けた学習活動

の推進 

・ライフワークバ

ランスの推進と

働き甲斐を実

感する職場環

境の充実 

・

目標の設定や

達成に向けた 

プロセスの明

確と実践・評価

の実施 

・ＰＤＣＡサイク

ルによる学校

や学年・学級、

分掌等の経営

の改善と充実 

・指導力や指導

技術の向上の

ための研修や

研究の推進 

・学年や分掌等

を超えた学校

運営の一層の

推進 

・学習の基盤と

なる基礎・基本

の学力の定着 

・基礎・基本の

学力を成り立

たせる言語能

力と非言語能

力の育成 

・各教科等の基

礎的基本的な

知識や技能の

定着 

・読書科と総合

的な学習の時

間を要とする

探究的な学習

の強化 

・運動する楽し

さやライフパフ

ォーマンスの向

上を目指す体

育の推進 

・主体的に社会

に参画する態

度の育成を図

る学習の充実

・特別支援教育

コーディネータ

ーと不登校コ

ーディネ―ター

が連携した校

内支援体制の

強化 

・交流及び共同

学習の推進 

・巡回指導教員

やSC、SSWと

の連携

・

の活用と支援

体制の拡充 

・児童や保護者

を対象とした理

解啓発学習の

推進 

・児童の学びの

環境を整える

ための合理的

な配慮や UDL

の推進 

・自立活動学習

に対する理解

啓発の推進 


